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要旨：鍼灸外来臨床実習に向けて、実習活動に必要な基礎技術の評価を２年次３学期に行うことを計画

した。対象となった科目は解剖学、経絡経穴概論・実習、鍼灸基礎実習、総合評価実習である。評価内

容はこれらの科目の中から、鍼灸臨床を行っていく上で最も基本となるものを選定し評価することにし

た。評価は１.生体観察、２.神経学的検査、３.関節可動域（ＲＯＭ)、４.取穴、５刺鍼、そして６.印

象度の６項目について行った。試験時間は学生ｌ人当たり約15分とし、期間中学生ｌ人当たり３回（３

日間）の評価を行った。また、学生には評価内容及び判定基準を予め知らせておくこととした。判定は

25点満点で11点以上を合格とし、１０点以下は不合格で追試とした。
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今回、実習活動に必要な基礎技術の評価を行うことを計

画したので、ここにその内容と評価方法について紹介す

る。

１．はじめに

臨床実習は治療を必要としている人々に対して、すで

に学んだ知識・技術を用いながら臨床現場における具体

的な実習を通して理論と実践の統合を図り、鍼灸を実践

する能力を養うことを目的とした学習活動である。また、

臨床実習はいろいろな視点で人間を見つめ認識していく

訓練の場でもある。実習を展開する上で常に相手に関心

を注ぎ、心にかけ想いを向けて信頼関係や人間関係を築

いていくことは大事な基本姿勢である。

鍼灸学科における目標は医療人として社会に通用する

知識、技術、人格を有した鍼灸師の育成であり、臨床実

習はそれを達成するための重要な場であるとともに教育

課程における総仕上げの科目でもある。一般教育科目、

基礎医学科目、臨床医学科目、専門科目、基礎実習、応

用実習と積み上げ臨床実習では実際の患者を対象として

実習を行う。患者を対象として実習を行う場合、いくつ

かの段階がある。即ち、最初は①教官の診察から治療ま

での見学を中心とした実習から始まり、次に②教官の診

療補助、そして③患者の問診、④診察（触診、理学的検

査など）を経て最終的には⑤治療というところまでを目

標にしている。しかし、全ての学生が治療できるところ

まで必ず到達するとは限らず、診察までしか到達しない

者や問診までで終わる者もいる。教官が指導する学生の

実状をよく把握し、学生一人一人の能力に応じたきめ細

かな適切な指導をしていくことにより、より高いレベル

への実習につながるものと考える。その方法の一つとし

てこれまで学習した科目の到達度を確認する事である。

２．基礎技術評価の位置付け

鍼灸学科の臨床実習時間数は450時間（10単位）で、

そのうち45時間分が2年次３学期に行われている。これは

一日も早く患者や鍼灸治療室の環境に慣れることを目的

として設けられたものであり、３年次からの実習を円滑

に行うための準備期間に相当する。従来はこの45時間の

うち22.5時間を鍼灸実習室での見学実習に、残りの22.5

時間を模擬臨床、主要疾患の診察ルーチンの実習や電子

カルテの取り扱いに当てていた。基礎技術評価は後者の

模擬臨床や診察ルーチンの実習時間のうちの9時間分を

当てることにした。そして、評価に際しては、鍼灸の臨

床実習指導教官が可能な限り、このための時間を作り、

評価に当たることにした。

３.基礎技術評価の内容（表１）

これまで履修した科目の内、鍼灸の臨床に直接関連が

ある実習の科目を取り上げ評価することとした。対象と

なった科目は解剖学、経絡経穴概論・実習、鍼灸基礎実

習、総合評価実習である。評価内容はこれらの科目の中

から、鍼灸臨床を行っていく上で最も基本となるものを

選定し評価することにした（表ｌ）。評価は１.生体観察、

２.神経学的検査、３.関節可動域（ＲＯＭ)、４.取穴、

５.刺鍼、そして６.印象度の６項目について行った。
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表－１評価内容

1.生体観察
筋、骨、動脈の触診教官が各群より１個づつ適宜選び触診させる。
（１）筋：僧帽筋（上部、中部、下部)、肩甲挙筋、菱形筋、隷下筋、腰方形筋

三角筋、上腕二頭筋、三頭筋、腕榛骨筋、尺側手根屈筋、榛側手根屈筋
大腿二頭筋、半腱半模様筋、大腿直筋、内側広筋、前脛骨筋、長短腓骨筋、
後脛骨筋、腓腹筋、ヒラメ筋

（２）骨：第７頸椎練突起、肩甲練、肩峰、肩甲骨下角、後上腸骨練、大転子、腓骨頭、
脛骨粗面、内側関節裂隙、踵骨、肘頭、豆状骨

（３）動脈：拍動を触知し、拍動に一致してカウントさせる。
上腕動脈、僥骨動脈、後脛骨動脈、足背動脈

2.神経学的検査
（１）反射①深部反射：上腕二頭筋反射、上腕三頭筋反射、榛骨反射、膝蓋腱反射

アキレス腱反射
②病的反射：バピンスキー反射、ホフマン反射、トレムナー反射、ワルテン
ペルグ反射

（２）知覚：上肢のＣ6,..7,8のデルマトーム
下肢のＬ３，４，５．ｓ,のデルマトーム

S・関節可動域(ＲＯＭ）
角度計を用いて肩関節及び膝関節の可動域を測定させる。
（１）肩関節①屈曲②伸展③外転④内旋⑤外旋
（２）膝関節①屈曲②伸展

4.取穴

主要経穴７０穴のうち５つを取穴させる。
取穴部位は上肢、下肢、背部。
難易度：平易な経穴を２穴、中等度を２穴、難しいものを１穴、取穴させる。

Ａ・平易な経穴（２５穴）
太衝、太輔、大陵、合谷、陽池、鄙門、内関、外関、尺沢、少海、曲調、小海、
陽稜泉、足三里、肺愈、腎愈、大腸命、委中、命門、大椎、手三里、肩隅、
三陰交、天柱、承筋、
Ｂやや難しい経穴（２５穴）
丘壗、大鐘、列鋏、曲沢、心愈、肝愈、脾愈、厭陰命、胆愈、胃命、三焦愈、
懸鍾、隔命、大杼、解熱、梁丘、血海、太淵、神門、次膠、陰陵泉、承山、
天宗、曲垣、風池、

Ｏ難しい経穴（２０穴）
太白、腕骨、孔最、地機、支正、飛陽、曲泉、陰谷、身柱、経渠、臂膳、伏兎、
商丘、肩外命、肩中命、段門、委陽、合陽、篦帯、四漬、消櫟、肩膠、環跳、
風市、腰眼

S・刺鍼
使用鍼：デイスポ寸'６の１番（長さ５０mm、直径0.16mm)。
部位：評価者の下腿前面。
刺激：半分ほど刺入して雀啄させる。
チェック項目：①前消毒②前操提③押し手（水平、垂直、左右）④弾入

⑤刺鍼⑥刺鍼中の手技（雀啄）⑦抜去③後操提⑨後消毒
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「ｌ生体観察の筋、関節」の評価は体表から触察で

きるものとし、取穴をする上で指標となる解剖的な部位

や体表に現れやすい生体の筋の過緊張、骨の位置の異常

などを想定して触察せることにした。動脈拍動の触知の

評価は評価者の動脈を触知させ、拍動に一致して学生に

声を出してカウントするよう指示しておき、評価者が別

の部位で動脈を触知し、拍動と一致してカウントされて

いるかを確認するようにした。

「２.神経学的検査」の反射（深部反射、病的反射）

や知覚検査は鍼灸臨床で上肢や下肢のしびれや痛みを取

り扱う機会が多いことから、ベッドサイドにおける神経

学的検査はぜひ身に付けておかなければならない。深部

反射や病的反射の代表的なものや、現れやすい知覚異常

の部位をデルマトームで示させるようにした。

「３ＲＯＭ」の評価は肩関節と膝関節で行うことにし

たが、これも鍼灸臨床で五十肩や変形性膝関節症などの

患者を取り扱う機会が多く、ＲＯＭの測定が必要となる。

「４取穴」は鍼灸の治療を行う上で最も基本的なもの

として、ぜひとも身に付けておかなければならない。実

習で教官に刺鍼部位を経穴で指示された時、取穴が出来

ていないと十分な実習活動が行えないことになる。およ

そ365ある経穴数の内、臨床で良く用いられるもの、鍼

灸国家試験で出題頻度の高いものを､平易な経穴(25穴)、

やや難しい経穴（25穴)、難しい経穴（20穴）の３段階

に分けて合計70穴を選出した。この中から平易な経穴を

2穴、やや難しい経穴を2穴、難しい経穴l穴の計5穴を教

官が選び取穴させることとした。

「５.刺鍼」は教官自らが被験者となり教官の下腿の

前面に刺鍼させて評価することにした。鍼灸臨床を想定

した場合、単に鍼を刺入できればよいというものではな

く、刺鍼前、刺鍼中、刺鍼後に治療効果の面、衛生面、

安全面で、それぞれ行わなければならないことがあり、

それらを含めて総合的に評価しなければならない。これ

は刺鍼練習器を用いての評価よりも優れており、教官が

被験者になった方が刺鍼中の手技や刺激の与えかたなど

細かいところまで評価できる。

４.評価方法（表２，３，４）

表２に評価の方法と判定基準を示した。１項目あたり

５～０の６段階の評価とし、生体生体観察、神経学的検

査、ＲＯＭ、取穴、刺鍼の５項目で25点満点とした。そ

表－３基礎技術評価採点表

評価した項目と素点を○で囲む。

注：生体観察、神経学的検査、ＲＯＭ、取穴、刺鍼の５項目の合計でで判定。
１項目あたり５点満点に換算し、５項目で合計25点満点とする。
印象度は今回は判定から外し、参考程度にとどめる。

表－４刺鍼技術採点表表－２評価内容

｜不適切｜不可１．基HHI技術評価

生体観察、神経学的検査、ＲＯＭの測定、取穴、刺鍼の５項目で評価する。

評価基準：５～Ｏの６段階評価とする。
「５」：的確にスムースにできる。

取穴は５つともできる。
「４」：多少の引っかかりはあるが、設問に対してやれる。

取穴は４つできる。

「ａ」：評価者がヒントを与えたり、サポートをすると何とかできる。
取穴は３つできる

「２」：評価者がヒントを与えたり、サポートをしても半分くらいしかできない。
取穴は２つしかできない

「１」：評価者がヒントを与えたり、サポートをしてもほとんどできない。
取穴は１つしかできない。

「Ｏ」：評価者がヒントを与えたり、サポートをしても全くできない。
取穴は１つもできない。

判定:総合点で１０点以下は不可。追試（２５点満点）
各項目のうち「１」以下が１つでもあると追試。

2.印象度(好感度）：４～Ｏの５段階評価とする。
内容：態度、服装、言葉遣い、治療者としての配慮ある行動ができているか等

瀞蕊軌繼度服装薑蕊適い零すべての雨で大変好感が持てる。
「３」：行動、態度、服装、言葉遣い等で十分ではないが、おおむね好感がもてる
「２上好感が持てるところと、持てないところが半々である。
「１上好感が持てないところが多い。
「Ｏ」：すぺての面において不十分で全く好感が持てない。

注：１５点満点で採点し、５点満点に換算する。
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評価項目 点数

1.生体観察
（１）筋
(2)骨
（３）動脈

５４３２１０

５４３２１０

５４３２１０

２.神経学的検査
（１）深部反射
(2)病的反射
（３）知覚
(デルマトーム）

５４３２１０

５４３２１０

５４３２１０

ａＲＯＭ ５４３２１０

4.取穴 ５４３２１０

5.刺鍼 別紙に記入

6.印象度
(好感度）

４３２１０

項目 適切 不適切 不可

1.前消毒

2.前操狸

３.押し手(水平､垂直､左右）

４．弾入

5.刺鍼

６.刺鍼中の手技(雀啄）

7.抜去

８.後操握

g後消毒

１
２
２
２
２
２
１
２
１

’
１
１
１
１
１
’
１
一

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
０

合計（１５点満点）



③基礎科目、基礎技術の見直し。

④外来臨床実習に臨むについての学生の意識の向上。

などが考えられる。３年次の臨床実習にどのように反映

し、どの程度臨床実習活動のレベルアップにつながるか

はもう少し時間を要するところである。しかし、このよ

うな基礎技術評価の試みはより充実した臨床実習を目指

す上での大きな前進といえる。

れぞれの評価項目の内、さらに小項目に分かれる場合は

５点満点になるよう平均した（表４）。判定は11点以上

を合格とし、１０点以下は不合格で追試とした。さらに、

各項目の内、１点以下があっても追試とした。

また､今回は合否の判定基準には組み込まなかったが、

印象度（好感度）を４～０の５段階で評価した。これは

態度や服装、言葉使い、治療者としての配慮ある行動が

出来ているか等を総合的に評価するものである。

７.おわりに

鍼灸学科における鍼灸外来臨床実習に向けての基礎技

術評価について紹介した。鍼灸学科では、たとえ視覚に

障害がっても、鍼灸師として社会的に職業自立できる人

材の育成を目指している。臨床実習がそれを達成するた

めの総仕上げでの場であり、基礎技術評価の試みが、臨

床実習の向上につながることを期待するものである。

５.実施方法

基礎技術評価は以下の要領で行うことにした。

①評価者は鍼灸学科プロパーの教官とし、できるだけ多

くの教官で評価する。

②評価項目５つのうち、刺鍼は評価者全員が行うことに

し、残り４項目の内２項目を担当した。即ち、１人の教

官が３項目を担当し評価した。

③１日に２人の評価者が担当し、５項目を分担、評価し

た。

④学生ｌ人当たりの試験時間は約15分とした。

⑤期間中、学生ｌ人当たり３回（３日間）の評価を行っ

た。

⑥学生に評価内容及び判定基準を予め知らせておくこと

とした。

文献

ｌ）藤腹明子、黒田裕子編集：臨床実習ハンドブック、

看護学生版シリーズ4,1995,照林社東京

２）坂井友実、白木幸一：筑波技術短期大学鍼灸学科総

合臨床実習のあり方について,テクノレポートVOL1,153-

156,1994

３）西條一止：鍼灸学科の鍼灸臨床実習のあり方,テク

ノレポート,ＶＯＬ2,167-168,1995

４）形井秀一他：ボランティアを導入した按摩・マッサ

ージ・指圧実習について,テクノレポート,ＶＯＬ3,83-

86,1996

５）形井秀一他：ボランティアを導入した手技臨床実習

の1995年度の動向について,テクノレポート,ＶＯＬ4,97-

101,1997

６.期待される学習効果

基礎技術評価を実施することにより、期待される学習

効果として、以下のようなことがあげられる。

①臨床実習担当教官が学生の実状を肌で感じることがで

きる。

②評価内容、判定基準をオープンにしたことにより、学

生の学習意欲が高まる。
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